
証券コード 9976
平成29年５月1日

株 主 各 位
群馬県高崎市倉賀野町4531番地１

　

　

代表取締役社長 関 口 忠 弘

　

第66回定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第66回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席くださいますようご
通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、お手数ながら後記の参考書類をご検討くださいまして、同
封の委任状用紙に賛否をご表示いただき、ご押印のうえ、ご返送くださいますようお願い申し上
げます。

敬 具
記

　

1. 日 時 平成29年５月18日（木曜日）午前11時（受付開始予定午前10時30分）
2. 場 所 群馬県高崎市問屋町２丁目７番地

ビエント高崎問屋街センター本館 ６階会議場
（末尾の株主総会会場ご案内をご参照ください。）

3. 目 的 事 項
報 告 事 項 第66期（平成28年２月21日から平成29年２月20日まで）事業報告および計算

書類報告の件

決 議 事 項
議案 剰余金の処分の件

議案の概要は、後記の「議決権の代理行使の勧誘に関する参考書類」（36頁）に記載のと
おりであります。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

◎事業報告および計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上のサイト
（http://www.sekichu.co.jp）（IR情報）に掲載させていただきます。
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の委任状用紙を会場受付にご提出ください。また、資源
節約のため、この「招集ご通知」をご持参くださいますようお願い申し上げます。
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(添付書類)

事 業 報 告

（平成28年２月21日から
平成29年２月20日まで）

Ⅰ 会社の現況に関する事項

1. 事業の経過およびその成果
　当事業年度におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和策を背景に、企業収益は緩やかに改善

を続け、雇用・所得環境も引き続き改善傾向にあります。一方、中国経済の減速懸念や英国のEU離脱、米国の

新政権の政策等の国内景気への影響に対する懸念は払拭されておらず、また個人消費も一部に持ち直しの傾向

が見られるものの、依然として力強さに欠ける状況にあり、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

ホームセンター業界におきましては、業種・業態の垣根を越えた競争がますます激しくなる中、一部に業界

再編や業務提携等の動きも見られ、個人消費の回復の遅れや台風等の天候不順による影響もあり、依然として

経営環境は厳しい状況にあります。

このような状況のもと、当社は、「お客様の暮らしをもっと快適に、感謝の気持ちで提案する」を当事業年

度のテーマに掲げ、地域の皆様にご愛顧いただける店舗づくりに努め、立地・商圏に適合した品揃えの拡大

や、集客イベントの積極的な開催など、お客様の楽しい暮らしを提案できる企業となるべく取り組みを進めて

まいりました。

　店舗政策におきましては、企業収益の向上と体質の強化を目的として、店舗のスクラップ＆ビルドを実施い

たしました。２店舗を閉店(５月「サイクルワールド南柏東口店」、１月「ホームセンターセキチュー中之条

店」）、１店舗を開店（６月「ホームセンターセキチュー柏の葉十余二店」）した結果、平成29年2月20日現在の

店舗数は、30店舗となりました。

当事業年度は、前事業年度からの新店舗の売上高が大きく貢献しましたが、既存店舗の売上高の減少を補う

に至らず、売上高は若干の減少となりました。

商品部門別には「ＤＩＹ用品」は建築資材、エクステリア関連の売上が低調に推移いたしました。売上高

は、172億８千９百万円(前期比0.5％増)となりました。

　「家庭用品」は、家庭用品、日用品、家電品が低調に推移いたしました。売上高は99億１百万円(前期比1.3

％減)となりました。

　「カー用品・自転車・レジャー用品」は、カー用品、自転車、灯油の販売が低調に推移いたしました。売上

高は55億１千７百万円(前期比3.2％減)となりました。

以上の結果、当事業年度の売上高は330億７百万円(前期比0.7％減)となりました。営業利益は８億２千１

百万円(同16.6％増)、経常利益は９億６千２百万円（同10.6％増)、当期純利益は５億８百万円(同6.3％増)

となりました。
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　商品部門別売上高

(単位：千円)

期 別

商品部門別

第 65 期
(平成28年２月期)

第 66 期
(平成29年２月期) 前期比

売 上 高 構成比 売 上 高 構成比

％ ％ ％

Ｄ Ｉ Ｙ 用 品 17,196,311 51.8 17,289,288 52.4 0.5

家 庭 用 品 10,032,592 30.2 9,901,908 30.0 △1.3

カー用品・自転車・レジャー用品 5,697,892 17.1 5,517,736 16.7 △3.2

そ の 他 307,312 0.9 298,607 0.9 △2.8

合 計 33,234,108 100.0 33,007,540 100.0 △0.7

(注) ホームセンター事業の各部門の構成内容は次のとおりであります。
1. DIY用品 …………木材、石材、建築資材、リフォーム、エクステリア、ＤＩＹ、ワーキング、

園芸、農業資材、植物、ペット、電材等
2. 家庭用品…………家庭用品、日用品、インテリア用品、収納用品、家電品等
3. カー用品・自転車・レジャー用品

………カー用品、自転車、レジャー用品、飲料、文具、カウンター、灯油等
（カー用品専門店、自転車専門店を含む）

4. その他……………ピット工賃等店舗受取手数料
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2. 対処すべき課題
今後の経済につきましては、企業収益の改善が家計所得や投資の増加につながり、景気回

復の動きが確かなものになることが期待される一方、今後の消費税増税の影響など不透明な
要素を含んだ状況で推移していくものと予想されます。このような状況のもと、当社は「暮
らしもっと楽しく 快適な住まいづくりのお手伝い」をスローガンに掲げ、お客様満足の向
上を実現するために、以下の重点課題に取り組んでまいります。
　

　(1) 営業力の強化

　業種、業態を超えた激しい競争の中、ホームセンター業界再編の動きが加速し、ホームセ
ンターの淘汰、再編が進むことが予想されます。このような経営環境のもと、当社におきま
しては、既存店の競争力強化策として、立地、商圏に適合した品揃えへの変更により、お客
様に支持される品揃えとサービスを提供できる「地域一番店」を目指してまいります。ま
た、ホームセンターの主力品種である園芸、金物、資材の品揃えの再構築により客層を拡大
してまいります。出店エリアにおきましては、今後の人口動向も踏まえ、ホームセンター需
要獲得割合の低い、東京、神奈川、埼玉、千葉への出店を推進してまいります。
カー用品専門店においては、商品構成の見直しと作業レベルの標準化によるピットの強化

を図り、安心安全な車検・ピットサービスの提供を強化してまいります。
自転車専門店においては、商品構成、店舗オペレーションの再構築を行ってまいります。
インターネット、宅配事業につきましては、お客様の利便性を高めるため、実店舗とオン

ライン店舗とが連動したサービスへの取り組みを推進してまいります。
　

　(2) 出店用地の確保および店舗施設の有効活用

計画的な新規出店を進めていくため、出店用地の選定と開発を積極的に行い、新規物件の
確保に最善を尽くしてまいります。また、過去の形態にとらわれない出店規模、出店フォー
マットも含めて検討してまいります。
　一方、更なる成長と収益力の向上を図るため、テナントへの賃貸も含めた商業集積施設と
して店舗施設を有効活用してまいります。当社では、店舗施設を有効活用して安定的な収益
を確保することを中期的な課題として認識しており、新規出店店舗のテナント誘致や、既存
店舗の一部を用途変更することで、一定の成果をあげつつあります。引き続き不動産に係る
収益をホームセンター事業の収益と並ぶ収益獲得の柱と位置づけ、不動産全般について積極
的な投資と運用を行ってまいります。
　

　(3) 経営の効率化
　継続的な成長を確固たるものにするため、店舗運営の標準化・効率化に向けた新POSシ
ステムを導入し、競争力の強化と経営の効率化を推進してまいります。
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3. 設備投資等および資金調達の状況

　(1) 設備投資の状況

　当期の設備投資額は、総額７億９千４百万円であります。主なものは、ホームセンターセ

キチュー柏の葉十余二店の新規出店による建物、構築物、工具、器具及び備品等の取得、新

基幹システムに関するソフトウェア仮勘定の本勘定への振替、空調設備の取替更新による建

物の取得であります。

　(2) 資金調達の状況

設備投資の所要資金は、自己資金を充当いたしました。

4. 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

　 該当事項はありません。

5. 他の会社の事業の譲受けの状況

　 該当事項はありません。

6. 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

　該当事項はありません。

7. 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況

　 該当事項はありません。
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8. 財産および損益の状況の推移

期 別

区 分

第 63 期
(平成26年２月期)

第 64 期
(平成27年２月期)

第 65 期
(平成28年２月期)

第 66 期
(平成29年２月期)

売 上 高 及 び 営 業 収 入 (千円) 36,268,936 36,574,013 33,729,568 33,592,119

経 常 利 益 (千円) 668,150 1,286,668 869,858 962,216

当 期 純 利 益 (千円) 241,195 353,096 477,895 508,220

１株当たり当期純利益 (円) 21.77 31.88 43.60 47.17

総 資 産 (千円) 19,472,206 20,201,921 19,805,667 19,482,061

純 資 産 (千円) 10,500,977 10,876,187 10,862,527 11,289,818

(注)１「１株当たり当期純利益」は、期中平均発行済株式総数（自己株式数控除後）に基づき算出しておりま
す。

２ 第65期より、従来は営業外収益に表示しておりました「受取賃貸料」につきましては、「営業収入」の
区分を新たに設け、「不動産賃貸収入」として表示する方法に変更いたしました。また、これに関連し
て生じる費用についても、従来は営業外費用の「賃貸収入原価」に表示しておりましたが、販売費及
び一般管理費に含めて表示する方法に変更いたしました。なお、第64期以前につきましては、当該表
示方法の変更を反映した遡及修正後の数値を記載しております。

9. 重要な親会社および子会社の状況

　(1) 重要な親会社の状況

　該当事項はありません。

　(2) 重要な子会社の状況

　 該当事項はありません。
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10. 主要な事業内容

　 当社の主要な事業、及び販売部門と販売品目は次のとおりであります。

　(1) ホームセンター事業

木材・石材・建築資材部門

……木材、木工品、石材、建築資材等

リフォーム・エクステリア部門

……住宅関連用品、住宅設備機器、給排水資材、水道用品、ハウス、

物置、リフォーム事業

ＤＩＹ・ワーキング部門

……金物、工具、塗料、接着剤、ワーキング等

園芸・農業資材部門

……農業資材、園芸用品、肥料、用土等

植 物 部 門…………野菜、植物、切花、種、球根等

ペット部門…………愛玩動物、ペット用品、ペットフード等

家電・電材部門……家電品、電材等

家庭用品部門………キッチン用品、バス・トイレ用品等

日用品部門…………ヘルス＆ビューティー、そうじ用品、洗剤、消耗品等

インテリア・収納部門

……インテリア用品、寝具、内装材、収納用品等

カー用品部門………タイヤ、オイル、バッテリー、車検、ピットサービス等

自転車 部 門………自転車、自転車用品等

レジャー・飲料部門

……レジャー用品、スポーツ用品、酒類、飲料等

文具・カウンター部門

……文具、玩具、オフィス用品、カウンターサービス等

その他 ……灯油、たばこ等

　(2) 不動産賃貸事業

当社が保有・管理する不動産の賃貸、商業施設の企画・建設および運営管理
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11. 主要な事業所

　(1) 本 社 群馬県高崎市

　(2) 店 舗

　 ① ホームセンターセキチュー （23店舗）

県 名 店 舗 名

群 馬 県
(11店舗)

高崎店・桐生南店・前橋関根店・富岡店・安中店・藤岡インター南店・大間々店・
前橋駒形店・高崎矢中店・伊勢崎茂呂店・沼田恩田店

埼 玉 県
(６店舗)

花園インター店・上尾店・狭山北入曽店・熊谷小島店・川越南古谷店・東松山高坂店

栃 木 県
(３店舗)

鹿沼店・宇都宮駒生店・岡本店

東 京 都
(１店舗)

鶴川店

神 奈 川 県
(１店舗)

横浜みなとみらい店

千 葉 県
（１店舗）

柏の葉十余二店

　 ② カー用品専門店オートウェイ （３店舗）

県 名 店 舗 名

群 馬 県
(３店舗)

高崎店・富岡バイパス店・大間々店

　 ③ 自転車専門店サイクルワールド （４店舗）

都 県 名 店 舗 名

東 京 都
(３店舗)

新小岩店・南千住店・保木間店

埼 玉 県
(１店舗)

戸田公園駅東口店
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12. 従業員の状況

区 分 従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 令 平均勤続年数

男 性 298 名 △1 名 40.3 才 13.3 年

女 性 35 9 29.0 7.3

合計または平均 333 8 39.2 12.7

(注) 上記従業員数には、嘱託社員、パート社員、アルバイト社員を含めておりません。
なお、当期中の平均雇用人数（パート・アルバイトは８時間換算）は、嘱託社員72名、パート社員
416名、アルバイト社員130名であります。

13. 主要な借入先および借入額

借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 群 馬 銀 行 673,260
千円

株 式 会 社 三 菱 東 京 U F J 銀 行 295,000

株 式 会 社 足 利 銀 行 186,674

株 式 会 社 埼 玉 り そ な 銀 行 155,007

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 130,700

株 式 会 社 横 浜 銀 行 129,860
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Ⅱ 株式に関する事項

1. 発 行 済 株 式 の 総 数 11,172,300株

(自己株式398,914 株を含む。）

2. 単 元 株 式 数 1,000株

3. 株 主 数 597名

4. 大 株 主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

有 限 会 社 サ ウ ス 企 画 5,015,000
株

46.55
％

セ キ チ ュ ー 取 引 先 持 株 会 1,505,800 13.98

ア ト ム 総 業 株 式 会 社 570,320 5.29

株 式 会 社 し ま む ら 550,000 5.11

株 式 会 社 群 馬 銀 行 397,600 3.69

関 口 礼 子 334,206 3.10

関 口 忠 弘 330,111 3.06

セ キ チ ュ ー 従 業 員 持 株 会 243,574 2.26

株 式 会 社 足 利 銀 行 202,800 1.88

関 口 完 180,492 1.68

(注) 持株比率は、自己株式（398,914株）を控除して計算しております。

5. その他株式に関する重要な事項

　 該当事項はありません。
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Ⅲ 会社役員に関する事項

1. 取締役および監査役の状況

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 関 口 忠 弘 有限会社サウス企画代表取締役社長

専 務 取 締 役 長 谷 川 義 仁 経営全般

取 締 役 山 岸 茂 店舗開発顧問

取 締 役 伊 藤 泰 営業企画部長

常 勤 監 査 役 鬼 形 克 己

監 査 役 原 口 博 JKホールディングス株式会社監査役

監 査 役 小 松 原 卓

(注) 1. 監査役鬼形克己、原口博および小松原卓の各氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であり
ます。

2. 監査役原口博氏は、公認会計士の資格を有しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有
しております。

3. 監査役鬼形克己氏は、東京証券取引所に独立役員として届け出ております。
4. 平成28年５月18日開催の第65回定時株主総会において、山岸茂および伊藤泰の両氏は取締役に新た

に選任され、就任いたしました。
5. 室田善弘氏は、平成28年５月18日開催の第65回定時株主総会終結の時をもって、任期満了により取

締役を退任いたしました。

2. 責任限定契約の内容の概要

　当社と社外監査役は、会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結しており、当

該契約に基づく賠償責任限度額は、法令の定める最低責任限度額としております。
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3. 取締役および監査役の報酬等の額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 5 名 136,147千円

監 査 役 3 10,513

合 計 8 146,661

(注) 1. 取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分の給与は含まれておりません。
2. 上記のうち、社外役員（社外監査役）に対する報酬等の総額は３名10,513千円であります。
3. 取締役の報酬限度額は、平成27年５月13日開催の第64回定時株主総会において、年額250,000千円以

内（使用人給与相当額を除く）と決議いただいております。
4. 監査役の報酬限度額は、平成４年５月18日開催の第41回定時株主総会において、年額12,000千円以

内と決議いただいております。

4. 社外役員に関する事項

(1) 重要な兼職先と当社との関係

社外監査役原口博氏は、JKホールディングス株式会社の社外監査役であります。

　 なお、当社とJKホールディングス株式会社の間に特別の利害関係はありません。

(2) 当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名 当社での主な活動状況

監 査 役 鬼 形 克 己
当事業年度開催の取締役会のすべて（13回）と監査役会のすべて（14回）
に出席し、主に危機管理の専門的見地から、適宜必要な発言を行っており
ます。

監 査 役 原 口 博
当事業年度開催の取締役会のすべて（13回）と監査役会のすべて（14回）
に出席し、主に公認会計士の専門的見地から、適宜必要な発言を行ってお
ります。

監 査 役 小松原 卓
当事業年度開催の取締役会のすべて（13回）と監査役会のすべて（14回）
に出席し主に経営的な見地ならびに金融分野の専門的見地から、適宜必要
な発言を行っております。
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(3) 社外取締役を置くことが相当でない理由

　当社は従前よりコーポレートガバナンス体制の強化の観点から、社外取締役を置くこと

を検討してまいりました。

　当社としましては、社外取締役として重要な経営上の意思決定に参加しつつ、経営に対

する実効的な監督を行うためには、当社が属するホームセンター業界に関する知見、当社

の企業経営や事業領域への理解、迅速な意思決定が求められる場面においても実質的で合

理的な判断と対応を行う能力等を兼ね備えた人材である必要があり、また、客観的な意見

をいただくため、当社経営者からの独立性を有した人材である必要があると考えておりま

す。しかしながら、これらの要件を満たす適任者の方の選定が適いませんでした。

　社外取締役を選任することが、取締役会での議論において一定のメリットがあり得るこ

とは理解しておりますが、当社の属する業界や事業環境に対する理解が不十分な場合には、

取締役会における機動的かつ柔軟な経営判断に支障が生じ、効率的な会社運営を阻害する

おそれがあります。法令上の社外取締役の要件を満たし、当社の事業領域を深く理解し、

社内の取締役にはない知見を有する適任者を探すのは容易ではなく、そのような人材を社

外取締役として選任するには報酬等のコストを要します。

以上により、当社としては、現時点においては、今の体制による経営の監督が最適であ

ると判断し、社外取締役を選任しておりません。引き続き、ガバナンス体制の強化、企業

価値の向上を図るべく、社外取締役を置くことについては、適任者の選定に向けた検討を

進めていく所存であります。
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Ⅳ 会計監査人に関する事項

1. 会計監査人の名称

　 有限責任監査法人トーマツ

2. 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

　(1) 当事業年度に係る報酬等の額

23,000千円

　(2) 当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

23,000千円
(注) 1. 会計監査人の報酬等について監査役会が同意した理由は、監査役会は、会計監査人の監査計画の内

容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠などが適切であるかどうかについて必要な
検証を行ったうえで、会計監査人の報酬等の額について同意の判断をいたしました。

2. 当社と会計監査人との間の監査契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
報酬等の額を区分しておりませんので、(1)の金額には金融商品取引法に基づく監査の報酬等の額を
含めております。

3. 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その必要があると判断した場合

は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたしま

す。また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認

められる場合は、監査役全員の同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。当該解

任をした場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまし

て、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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Ⅴ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要

当社は、業務の適正を確保するための体制について、取締役会において決議しております。

(1) 取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制

　当社は、コンプライアンス体制に係わる規程を整備し、法令および定款・社内規程を遵守

するとともに、業務分掌の明確化と権限行使の適正化を図る。また、社外監査役を選任する

ことにより、取締役の職務執行に対する監督機能を充実する。

　内部監査室は、代表取締役社長の直轄組織として本社および各店舗に対して監査を実施

し、不正過誤の防止と業務の改善・指導および規程の充実・具体化に努める。

　法的判断を要する案件については、速やかに顧問弁護士等に相談し、法令を逸脱しない体

制を整備する。また、コンプライアンス体制を推進するために、内部通報制度を構築し、通

報窓口を社内および社外に設置して匿名での通報を受けるとともに、通報者に対する不利益

な取扱いの防止を保証する。

　

　(2) 取締役の職務執行に係る情報の保存および管理に関する体制

　取締役の職務執行に係る情報については、文書管理規程に基づき適切に検索が容易な状態

で保存・管理するとともに、文書種別に保存期間を定め、期間中は閲覧可能な状態を維持す

る。

　

　(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　当社は、リスク管理規程を整備し、同規程に従ったリスク管理体制を構築する。不測の事

態が発生した場合は、代表取締役指揮下に対策本部を設置し、迅速かつ的確な対応を行うこ

とで、損失の拡大を防止する体制を整える。

　

　(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　当社は、取締役の職務権限、会議体の開催や付議基準等を明確化するとともに、意思決定

の妥当性を高めるためのプロセス・体制を確保する。また、取締役会は月１回定時に開催す

るほか、必要に応じて適宜臨時に開催するものとし、経営に関する重要事項についての審

議、議決および取締役の業務執行状況の監督等を行う。

　

― 15 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年04月17日 15時48分 $FOLDER; 15ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



(5) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す

る体制及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項、並びに当該使用人に対する指

示の実効性の確保に関する事項

　当社は、現在監査役を補助すべき使用人は配置していないが、監査役から求められた場合

は、監査役と協議のうえ、合理的な範囲で配置する。その際、補助業務にあたる使用人は、

監査役の指示命令に従い職務を行う。また、当該使用人の任命・異動等を行う場合は、監査

役に事前の同意を得ることにより、取締役からの独立性を確保する。

　

(6) 取締役および使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関する体

制

　監査役は、取締役会等の重要な会議に出席し、取締役および使用人から職務執行状況の報

告を受けるほか、稟議書等の重要な書類を閲覧し、必要に応じて取締役および使用人に、そ

の説明を求める。また、内部監査室から、定期的に内部監査状況を報告する。その他、監査

役監査のために求められた報告事項について、速やかに対応する体制を整備する。

(7) 監査役に報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確

保するための体制

　当社の役員・使用人に対し、監査役に報告したことを理由として不利な取扱いを行うこと

を禁止し、その旨を当社の役員・使用人に周知徹底する。

(8) 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続きその他の当該職務の執

行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

監査役が職務の執行について、当社に対し費用の前払等の請求をしたときは、当該費用等

が監査役の職務の執行に必要でないことを証明した場合を除き、速やかに支払い等の処理を

行う。

　(9) その他 監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　監査役は、監査役会規則に基づく独立性と権限により、監査の実効性を確保するととも

に、内部監査室および会計監査人と緊密な連携を保ちながら、自らの監査成果の達成を図

る。
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　(10) 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方

　当社は、反社会的勢力とは断固として対決し、一切関係を持たないことを基本方針とす

る。また、反社会的勢力から接触を受けたときは、ただちに警察等のしかるべき機関に情報

を提供するとともに、暴力的な要求や不当な要求に対しては、弁護士等を含め外部機関と連

携し、組織的に対処する。

　(11) 反社会的勢力排除に向けた整備状況

　当社は、反社会的勢力との関係遮断を企業行動基準に明記し、法令、社会的規範および企

業倫理に反した事業活動は行わない。また、内部通報制度を適切に運用し、反社会的勢力の

潜在的関与を排除する。

　当社は、群馬県企業防衛対策協議会に加盟し、その他所轄警察署および株主名簿管理人か

ら関連情報を収集し、不測の事態に備えて最新の動向を把握するよう努める。また、これら

の勢力に対する対応は、総務人事部が総括し、必要に応じて外部機関と連携して対処する。

　上記業務の適正を確保するための体制の運用状況については、上記方針に基づいた取り組

みを行っており、内部統制システムの体制、運用状況に関して、監査役、内部監査室がモニ

タリングを行い、重要な不備がないか確認を行っております。

　また、法令、経営環境の変化に対応して見直しを実施し、効果的な体制の整備、運用を行

っております。

Ⅵ 株式会社の支配に関する基本方針

　 該当事項はありません。

…………………………………………………………………………………………………………………………………

(注) 本事業報告中の記載金額、数値および株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
(平成29年２月20日現在)

(単位：千円)
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 7,709,245 流 動 負 債 6,843,381
現 金 及 び 預 金

売 掛 金

商 品

貯 蔵 品

前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

構 築 物

機 械 及 び 装 置

車 両 運 搬 具

工 具、 器 具 及 び 備 品

土 地

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

借 地 権

ソ フ ト ウ ェ ア

の れ ん

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

長 期 前 払 費 用

差 入 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

979,165

466,897

5,681,078

10,087

173,333

143,151

255,532

11,772,816

6,678,199

3,155,591

443,672

21,509

12,760

248,570

2,769,466

26,628

722,426

236,824

446,778

33,026

5,796

4,372,191

446,189

264,414

3,663,514

15,469

33,358

△50,755

買 掛 金 4,653,833
短 期 借 入 金 560,000
１年以内返済予定の長期借入金 344,712
未 払 金 492,081
未 払 費 用 120,347
未 払 法 人 税 等 292,245
前 受 金 34,931
預 り 金 19,455
賞 与 引 当 金 82,662
賃 借 契 約 損 失 引 当 金 3,053
ポ イ ン ト 引 当 金 47,379
資 産 除 去 債 務 12,473
そ の 他 180,206

固 定 負 債 1,348,862
長 期 借 入 金 665,789
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 53,953
資 産 除 去 債 務 296,593
そ の 他 332,526

負 債 合 計 8,192,243
純 資 産 の 部

株 主 資 本 11,137,097
資 本 金 2,921,525
資 本 剰 余 金 3,558,349
資 本 準 備 金 3,558,349
利 益 剰 余 金 4,862,057
利 益 準 備 金 272,952
そ の 他 利 益 剰 余 金 4,589,105
別 途 積 立 金 3,437,000
繰 越 利 益 剰 余 金 1,152,105

自 己 株 式 △204,835
評 価 ・ 換 算 差 額 等 152,720
その他有価証券評価差額金 152,720
純 資 産 合 計 11,289,818

資 産 合 計 19,482,061 負 債 ・ 純 資 産 合 計 19,482,061

(注) 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（平成28年２月21日から
平成29年２月20日まで）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 33,007,540

売 上 原 価 23,511,638

売 上 総 利 益 9,495,902

営 業 収 入

不 動 産 賃 貸 収 入 584,578 584,578

営 業 総 利 益 10,080,481

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 9,259,470

営 業 利 益 821,010

営 業 外 収 益

受 取 利 息 35,910

受 取 手 数 料 48,305

受 取 保 険 金 33,405

雑 収 入 43,089 160,711

営 業 外 費 用

支 払 利 息 7,612

雑 損 失 11,894 19,506

経 常 利 益 962,216

特 別 利 益

補 助 金 収 入 21,000 21,000

特 別 損 失

固 定 資 産 圧 縮 損 21,000

減 損 損 失 131,410 152,410

税 引 前 当 期 純 利 益 830,806

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 251,204

法 人 税 等 調 整 額 71,381 322,585

当 期 純 利 益 508,220

(注) 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（平成28年２月21日から
平成29年２月20日まで）

(単位：千円)

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

資本準備金 利益準備金
そ の 他 利 益 剰 余 金

別途積立金 繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 2,921,525 3,558,349 272,952 3,437,000 805,494

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － － － △161,609

当 期 純 利 益 － － － － 508,220

自 己 株 式 の 取 得 － － － － －

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

－ － － － －

当 期 変 動 額 合 計 － － － － 346,610

当 期 末 残 高 2,921,525 3,558,349 272,952 3,437,000 1,152,105

(単位：千円)

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計
自 己 株 式 株主資本合計

その他有価証券
評 価 差 額 金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △204,448 10,790,873 71,654 71,654 10,862,527

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － △161,609 － － △161,609

当 期 純 利 益 － 508,220 － － 508,220

自 己 株 式 の 取 得 △386 △386 － － △386

株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

－ － 81,065 81,065 81,065

当 期 変 動 額 合 計 － 346,224 81,065 81,065 427,290

当 期 末 残 高 △204,835 11,137,097 152,720 152,720 11,289,818

(注) 記載金額は、千円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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〔重要な会計方針に係る事項に関する注記〕

1. 資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　 その他有価証券

時価のあるもの…………………期末日の市場価格等に基づく時価法によっております。

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に

より算定)

時価のないもの…………………移動平均法による原価法によっております。

(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

評価基準は原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定)によっております。

商 品……………………売価還元法による原価法

ただし、物流センターの商品については、移動平均法による原価法

貯 蔵 品……………………最終仕入原価法

　

2. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有 形 固 定 資 産……………………建物(建物附属設備を除く)

a 平成10年３月31日以前に取得したもの

旧定率法

b 平成10年４月１日から平成19年３月31日までに取得したもの

旧定額法

c 平成19年４月１日以降に取得したもの

定額法

建物以外

a 平成19年３月31日以前に取得したもの

旧定率法

b 平成19年４月１日以降に取得したもの

定率法

c 平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物

　 定額法

なお、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産について

は、３年間均等償却

主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 10～34年
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(2) 無 形 固 定 資 産……………………定額法

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　自社利用のソフトウェア ５年

　のれん ５年

(3) 長 期 前 払 費 用……………………均等償却

3. 引当金の計上基準

(1) 貸 倒 引 当 金……………………売上債権、差入保証金等の貸倒損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回

収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞 与 引 当 金……………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づ

き計上しております。

(3) 賃借契約損失引当金……………………閉店店舗等に係る不動産の賃借契約について予想される損失の発生に

備えるため、将来負担すると見込まれる支払賃料等の金額を見積もり

計上しております。

(4) ポイント引当金……………………ポイントカードにより顧客に付与されたポイントの利用に備えるた

め、将来利用されると見込まれる額を計上しております。

(5) 役員退職慰労引当金……………………役員退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計

上しております。

なお、平成27年５月13日開催の第64回定時株主総会終結の時をもって

取締役及び監査役の役員退職慰労金制度を廃止したため、引当金計上

額は、制度廃止日に在任している役員に対する廃止日における要支給

額であります。

4. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

消費税等の処理方法…………………税抜方式によっております。
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〔会計方針の変更に関する注記〕

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号平成28年６月17日）を当事業年度から適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当事業年度の損益に与える影響は軽微であります。

〔表示方法の変更に関する注記〕

(損益計算書)

前事業年度まで営業外収益の「雑収入」に含めておりました「受取保険金」(前事業年度2,564千円)は、

金額的重要性が増したため、当事業年度より「受取保険金」(当事業年度33,405千円)として独立掲記してお

ります。

〔貸借対照表に関する注記〕

1. 担保に供している資産及び担保に係る債務

(1) 担保に供している資産 建 物 53,409千円

土 地 569,685千円

投 資 有 価 証 券 2,769千円

計 625,863千円

(2) 担保に係る債務 長 期 借 入 金 399,934千円

短 期 借 入 金 142,740千円

買 掛 金 153千円

計 542,827千円

2. 有形固定資産の減価償却累計額 7,561,187千円

3. 国庫補助金等により固定資産の取得価額から控除した

圧縮記帳額
建 物 21,000千円
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〔損益計算書に関する注記〕

減損損失

当社は、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。
　

用 途 種 類 場 所

店 舗

建 物 及 び 構 築 物 等

神 奈 川 県

１ 店 舗

ソ フ ト ウ ェ ア
群 馬 県

１ 店 舗
　

当社は、キャッシュ・フローを生み出す最小の単位として、各店舗及び賃貸不動産を基礎として資産のグル

ーピングを行っております。また、将来の使用が見込まれていない遊休資産については、個々の物件を単位と

して資産のグルーピングを行っております。

営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなる資産グループと地価の下落が著しい資産グループについ

て減損を認識し、回収可能価額が帳簿価額を下回るものについて帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減

少額を減損損失（131,410千円）として特別損失に計上いたしました。

減損損失の内訳は次のとおりであります。
　

種 類 減 損 損 失

建 物 101,307千円

ソ フ ト ウ ェ ア 23,333千円

そ の 他 6,769千円

合 計 131,410千円
　

なお、減損損失を計上した資産の回収可能価額は正味売却価額及び使用価値により測定しており、正味売却

価額は、売却予定価額及び固定資産税評価額等を合理的に調整した価額に基づき、使用価値は、将来キャッシ

ュ・フローを４％で割り引いて算定しております。
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〔株主資本等変動計算書に関する注記〕

1. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 11,172,300 － － 11,172,300

2. 自己株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 398,312 602 － 398,914

3. 配当に関する事項

(1)配当金支払額

決 議 株 式 の 種 類
配当金の総額
( 千 円 )

１株当たりの
配 当 額 ( 円 )

基 準 日 効 力 発 生 日

平成28年５月18日
定 時 株 主 総 会

普通株式 161,609 15.00
平成28年
２月20日

平成28年
５月19日

（注）１株当たりの配当額（円）には、記念配当５円が含まれております。

(2)基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

次のとおり、決議を予定しております。

決 議
株 式 の
種 類

配 当 の 原 資
配当金の総額
( 千 円 )

１株当たりの
配 当 額 ( 円 )

基 準 日
効 力
発 生 日

平成29年５月18日
定 時 株 主 総 会

普通株式 利益剰余金 107,733 10.00
平成29年
２月20日

平成29年
５月19日

〔リースにより使用する固定資産に関する注記〕

　該当事項はありません。

― 25 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年04月17日 15時48分 $FOLDER; 25ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



〔金融商品に関する注記〕

1. 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取り組み方針

　 当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達については銀行借入による方針で

あります。

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

　 営業債権である売掛金は、そのほとんどが顧客のクレジットカード決済による売上代金の未収入金であり

ます。

　 投資有価証券は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有する企業の株式で

あります。

　 差入保証金は、主に店舗等の賃貸借契約に伴うものであり、契約先の信用リスクに晒されております。

　 営業債務である買掛金及び未払金は、そのほとんどが３ヶ月以内の支払期日であります。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

　①信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　 当社は、クレジット会社以外の顧客への売上債権が発生した場合には、顧客ごとに期日管理及び残高管理

を行うとともに、主な顧客の信用状況を把握する体制をとっております。

　 差入保証金については、契約締結前に対象物件の権利関係などの確認を行うとともに、契約先ごとの期日

管理及び残高管理を行っております。

　②市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　 当社は、投資有価証券について定期的に時価や発行体の財務状況等を把握し、保有状況の継続的な見直し

を実施しております。

　③資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の管理

　 当社は、適時に資金繰り計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管

理しております。

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　 金融商品の時価には、市場価格に基づく価格のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価格が

含まれております。当該価格の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用す

ることにより、当該価格が変動することがあります。

― 26 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年04月17日 15時48分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



2. 金融商品の時価等に関する事項

　 平成29年２月20日現在における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。

貸借対照表計上額
(千円)

時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 979,165 979,165 －

(2) 売掛金 466,897 466,897 －

(3) 投資有価証券 446,189 446,189 －

(4) 差入保証金 3,663,514

　 貸倒引当金(※) △20,651

3,642,863 3,593,340 △49,523

　 資 産 計 5,535,115 5,485,591 △49,523

(1) 買掛金 4,653,833 4,653,833

(2) 短期借入金 560,000 560,000 －

(3) 未払金 492,081 492,081 －

(4) 未払法人税等 292,245 292,245 －

(5) 長期借入金
　（１年以内返済予定の長期借入

金を含む）
1,010,501 1,010,258 △242

　 負 債 計 7,008,661 7,008,419 △242

(※) 差入保証金に対応する貸倒引当金を控除しております。
(注)1. 金融商品の時価の算定方法に係る事項

資 産
(1) 現金及び預金、(2) 売掛金
　 これらは、短期間で決済されるため、時価と帳簿価額は近似していることから、当該帳簿価額によ

っております。
(3) 投資有価証券
　 これらの時価については、株式等は取引所の価格によっております。
(4) 差入保証金
　 建設協力金及び敷金については、将来キャッシュ・フローを事業年度末から返還までの見積期間に

基づき、国債の利回り等適切な利率で割引いた現在価値によっております。
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負 債
(1) 買掛金、(2) 短期借入金、(3) 未払金、(4) 未払法人税等
　 これらは、短期間で決済されるため、時価と帳簿価額は近似していることから、当該帳簿価額によ

っております。
(5) 長期借入金
　 これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入を行った場合の想定される利率で割引いた現

在価値により算定しております。

3. 金銭債権の決算日後の償還予定額

１年以内
(千円)

１年超５年以内
(千円)

５年超10年以内
(千円)

10年超(千円)

現金及び預金 979,165 － － －

売掛金 466,897 － － －

差入保証金 1,068,632 1,118,550 824,755 651,575

合 計 2,514,695 1,118,550 824,755 651,575

4. 借入金の決算日後の返済予定額
１年以内
（千円）

１年超２年以内
(千円)

２年超３年以内
(千円)

３年超４年以内
(千円)

４年超５年以内
(千円)

短期借入金 560,000 － － － －

長期借入金 344,712 299,712 299,712 66,365 －

合 計 904,712 299,712 299,712 66,365 －

― 28 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年04月17日 15時48分 $FOLDER; 28ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



〔資産除去債務に関する注記〕

資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの

(1) 当該資産除去債務の概要

主に、店舗用土地建物の不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務等であります。

(2) 当該資産除去債務の金額の算定方法

使用見込期間を取得から賃借期間終了日までと見積り、割引率は当該使用見込期間に対応する国債の利回

りを使用して資産除去債務の金額を計算しております。

(3) 当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期 首 残 高 323,809千円

新 規 取 得 に よ る 増 加 5,678千円

時の経過による調整額 6,251千円

資産除去債務の履行による減少額 △15,858千円

見積りの変更による減少額 △10,814千円

期 末 残 高 309,066千円

(4) 資産除去債務の見積りの変更の内容

当事業年度において、退店等の新たな情報に伴い、店舗の退去時に必要とされる原状回復費用を見直した

結果、減少額10,814千円を変更前の資産除去債務残高から減算しております。

なお、当該見積りの変更により、当事業年度の税引前当期純利益は10,814千円増加しております。

〔賃貸等不動産に関する注記〕

　 当社は、群馬県その他の地域において、賃貸用の店舗(土地を含む)を有しております。平成29年２月期の当

該賃貸不動産に関する賃貸損益は213,963千円(賃貸収益は営業収入に、賃貸費用は販売費及び一般管理費に計

上)であります。

　 賃貸不動産の貸借対照表計上額及び当事業年度における主な変動並びに決算日における時価及び当該時価の

算定方法は以下のとおりであります。

貸借対照表計上額(千円)
決算日における時価

(千円)
当事業年度期首残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

885,014 12,025 897,040 1,225,162

(注) 1. 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。
2. 当事業年度の増減額は、
　 主として店舗から転貸用物件への用途変更に伴う資産の増加21,959千円と、減価償却による減少

18,727千円であります。
3. 時価の算定方法
　 主として、固定資産税評価額等の指標に基づき算定した金額であります。
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〔退職給付に関する注記〕

1. 採用している退職給付制度の概要

当社は、確定拠出年金制度を採用しております。また、この他に総合型厚生年金基金制度(関東百貨店厚

生年金基金)に加盟しておりましたが、同基金は厚生労働大臣の認可を受け平成26年１月30日を以て通常解

散しております。この解散による当社の業績に与える影響は無い見込みであります。

2. 退職給付費用の内訳

確定拠出年金掛金 54,604千円

　合計 54,604千円
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〔税効果会計に関する注記〕

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別内訳

　 繰延税金資産（流動）

　 賞与引当金 27,129千円

賃貸契約損失引当金(短期) 1,002千円

　 ポイント引当金 15,549千円

　 商品評価損 59,562千円

　 未払事業税 23,711千円

　 資産除去債務(短期) 4,093千円

　 その他 26,527千円

　 合計 157,575千円

　 繰延税金資産（固定）

　 役員退職慰労金 16,428千円

　 差入保証金評価替に伴う計上分 45,063千円

　 減損損失累計額 458,196千円

　 資産除去債務(長期) 90,312千円

　 貸倒引当金 15,861千円

　 その他 7,118千円

　 小計 632,981千円

　 評価性引当額 △447,668千円

　 合計 185,313千円

　 繰延税金負債（流動）

　 長期前払家賃（短期） 13,458千円

　 その他 965千円

　 合計 14,424千円

　 繰延税金負債（固定）

　 長期前払家賃(長期) 69,539千円

　 資産除去債務に対応する除去費用 33,231千円

　 その他有価証券評価差額金 66,863千円

　 その他 209千円

　 合計 169,843千円

　 繰延税金資産の純額 158,621千円
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〔持分法損益等に関する注記〕

　該当事項はありません。

〔関連当事者との取引に関する注記〕

　役員及び個人主要株主等

属 性
会 社 等 の
名称又は氏名

議 決 権 等 の
所有(被所有)
割 合(％)

関連当事者
と の 関 係

取引の内容
取引金額
(千円)

科 目 期末残高

役員及びその
近親者が議決
権の過半数を
所有する会社

アトム総業㈱
(被所有)

直接 5.3

損害保険契約
代理業務
役員の兼任

損害保険料
等の支払

30,102 ― ―

(注) 1. 取引金額には、消費税等は含まれておりません。
2. アトム総業㈱は、当社代表取締役社長関口忠弘の近親者が議決権の100％を直接所有しております。

　 取引条件及び取引条件の決定方針

(1) 損害保険契約代理業務は、当社との間で建物及び商品等について損害保険契約の代理業務を行っており、

保険料率その他の付保条件については、一般ユーザーと同様の条件となっております。

〔１株当たり情報に関する注記〕

１ 株 当 た り 純 資 産 額 1,047円94銭

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 47円17銭

〔重要な後発事象に関する注記〕

　該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成29年３月28日

株式会社セキチュー

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 鎌田 竜彦 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 杉田 昌則 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社セキチューの平成28年２月21日か

ら平成29年２月20日までの第66期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変

動計算書、重要な会計方針及びその他の注記並びにその附属明細書について監査を行った。

　計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びそ

の附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計

算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用

することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細

書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の

基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること

を求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が

実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重

要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意

見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手

続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま

た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も

含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要

な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
　

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成28年２月21日から平成29年２月20日までの第66期事業年度の取締役の職務の執行に関し
て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を
受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な店舗において業務及び財産
の状況を調査いたしました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制そ
の他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして、会社法施行規則第100条第１項及び第
３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部
統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受
け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲
げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備して
いる旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書）及びその附属明細書について検討いたしました。

2. 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システム
に関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年４月４日
株式会社セキチュー監査役会

常勤監査役
(社外監査役) 鬼 形 克 己 ㊞
監 査 役
(社外監査役) 原 口 博 ㊞
監 査 役
(社外監査役) 小 松 原 卓 ㊞

以 上
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議決権の代理行使の勧誘に関する参考書類
　

1. 議決権の代理行使の勧誘者

株 式 会 社 セ キ チ ュ ー

代表取締役社長 関 口 忠 弘

　

2. 議案および参考事項

　議 案 剰余金の処分の件

　 期末配当に関する事項

　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策の一つとして位置づけ、経営基

盤の強化と安定的かつ継続的な配当の実施を基本方針としております。

　 (1) 配当財産の種類

　 金銭といたします。

　 (2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

　 当社普通株式１株につき 金10円

　 総額107,733,860円となります。

　 (3) 剰余金の配当が効力を生じる日

　 平成29年５月19日といたします。

　

以 上

― 36 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2017年04月17日 15時48分 $FOLDER; 36ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



〈メ モ 欄〉
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〈メ モ 欄〉
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株主総会会場ご案内
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電 話 (027) 361－8243 (代表)
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